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１ はじめに―報告の趣旨 
２ 人権救済制度の現状と問題点 

３ 人権救済機関としての国内人権機関 

４ 国内人権機関設置の意義 

５ 人権条約にもとづく個人通報制度を日本が受諾する意義 

６ 国内人権機関の設置と個人通報制度の受諾の意義 

７ 望ましい国内人権機関の骨子 

 7-1. 組織体制  

7-2. 機能 
7-3. 相談・救済以外の権限 
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〔出所〕参考文献１．10頁 
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【資料２】国内人権機関による人権相談・救済のプロセス

 
〔出所〕参考文献２．24-25 頁 
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